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Report 

オーストラリアの看護師登録プロセスの分析：日本人看護師にとっての大きな課題  

岩﨑愛美（eiwasaki@pu-hiroshima.ac.jp） 

県立広島大学三原キャンパス  

 

要旨：世界保健機関（WHO）は、看護師に求められる実践スキルは普遍的であると定めている。日本では

海外看護実習への関心は高いものの、実際に海外で働く看護師は少数である。本稿では、オーストラリア

の外国人看護師登録制度を検証し、日本人看護師が直面する言語の壁、登録審査、ビザ取得などの課題を

明らかにした。迅速登録プロセスは一部の国に限定され、日本は対象外である。その選定は国際基準と相

互運用性に基づいており、日本の看護教育には国際基準とのギャップがある可能性が示唆される。   

キーワード：オーストラリアの看護師登録制度、日本人看護師、日本の看護教育   

著者プロフィール：岩﨑愛美は、県立広島大学の准教授である。マッコーリー大学（シドニー）にて言語学の博士

号を取得し、タスマニア大学にて看護学修士を取得したほか、マッコーリー大学にて他二つの修士を取得。シド

ニーには27年間在住し、オーストラリアで20年間看護師として登録。現在は、日豪で看護師登録資格を有してい

る。  

世界保健機関 (WHO, 2020)は、看護師に求められ

る実務スキルは世界共通であるとしている。オー

ストラリアでは、国際基準を満たす教育制度を持

つ承認国からの看護師に対し、迅速登録制度を導

入し、積極的な移民政策の一環として海外人材を

受け入れている。この制度はAHPRAの監督下で全国

的に統一されており (Warnock, et al., 2011)、

厳格な要件を満たしたIQNM（国際資格保有者）

は、現地看護師と同等の資格として登録されてい

る。2021/22年度までに、同等の管轄区域から

5,000人を超える、国際資格を持つ看護師・助産師

（IQNM）がオーストラリアに登録された(AHPRA, 

2025j) 。一方、日本人看護師は欧米、特にオース

トラリアでの就労に強い関心を持っているが英語

力や複雑な登録手続きなど、複数の障壁に直面し

ており、本稿ではその主な課題について検討す

る。 

 

英語力 

海外で働きたい日本の看護師にとって最大の課題

は英語力不足である。英語力が低いとオーストラ

リア社会への適応や医療現場での安全な業務遂行

が困難となる (Wellard & Stockhausen, 2010)。

看護師は、患者や医療チームと円滑にコミュニ

ケーションを取り、正確な記録を残す実践的な英

語力が求められる。オーストラリアで看護師登録

をするには、オーストラリア看護師・助産師委員

会（Nursing and Midwifery Board of 

Australia：以下、NMBA）が定める高い英語基準を

満たす必要がある (AHPRA, 2025d)。そのため、以

下の指定された英語試験のいずれかに合格するこ

とが必須である。 

•  ケンブリッジ英検 – C1 Advanced ま

たは C2 Proficiency 

•  IELTS Academic – 7.0点以上（ライ

ティングは6.5点以上） 

•  OET（職業英語テスト） – グレードB

以上 

•  PTE Academic（ピアソン英語アカデ

ミックテスト） – 66点以上 

•  TOEFL iBT – 94点以上 

多くのオンライン英語試験は手軽に受験できる

が、学術的な形式のため十分な準備が必要であ

る。ケンブリッジ英検はCEFR（ヨーロッパ言語共

通参照枠）に準拠し、日本人にはC2レベル以上が

推奨されている (Cambridge University Press & 

Assessment, 2025)。日本人のIELTSの平均点が

5.5〜6.0点台であるのに対し、オーストラリア看

護師登録には7.0点以上（ライティングは6.5点以

上）が求められる (AHPRA, 2025a; IELTS.org, 

2025; Shrivastava, 2025)。PTE Academicは形式

が独特で、準備が不可欠であり (Pearson PTE, 

2025)、TOEFL iBTでは、オーストラリアのIQNM登

録に94点以上が必要となる (TOEFLTestPrep.com, 

2025)。OETは医療従事者向けの専門英語試験で4技

能を評価し (OET, 2025)、B以上の成績が登録要件
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である (AHPRA, 2025a)。医療英語に特化している

ため、臨床経験のある看護師には適しているが、

経験が浅い場合は難易度が高くなる。 

 

オーストラリアの看護師登録プロセス 

登録管轄 

看護師登録にはオーストラリアの看護師登録を管

轄するオーストラリア医療従事者規制庁（AHPRA）

とNMBAによる厳格な審査と登録手続きを経る必要

がある。日本の看護教育カリキュラムはオースト

ラリアの看護教育基準と同等とはみなされていな

いため、日本の看護師資格は、オーストラリアで

は自動的に認められない。 

 

成果に基づく評価（OBA） 

かつては、海外で看護師資格を取得した人のため

のブリッジング・プログラムがあり、数ヶ月から1

年のコース終了後、臨床研修を修了し、正看護師

として登録されていた。しかし、それは2020年3月

に廃止され、2段階評価プロセスである成果主義評

価（OBA）に置き換えられた (AHPRA, 2025k)。OBA

は、英語能力試験に合格し、必要な手続きを経た

後に受験可能である。知識と実践的なスキルは、

表1に示すように、NCLEX-RNとOSCEを通じて評価さ

れる (AHPRA, 2025e)。 

OBA試験は綿密な準備をすれば合格可能である 

(College of Nursing Education & Training 

Australia, 2020)が、合格できない受験者もいる

（オーストラリア看護教育訓練大学、2020年）。

一方、オーストラリアで看護学位を取得した場合

はOBAが免除される。ただし、その場合、通常、英

語の壁を乗り越えるために数年間語学学校に通

い、その後オーストラリアの大学の2年生に編入す

る必要がある。そのため、多くの日本人看護師

は、オーストラリアで看護師資格を取得するには

少なくとも3～4年かかると予想される。 

 

AHPRAによる国際認定への2つの道：英語能力と看

護研修資格 

AHPRAは、IQNMを評価する際に「国際規制管轄区

域」と「ELS認定国」の2つの枠組みを用いている 

(AHPRA, 2025b)。ELSリストは英語能力に特化して

おり、一定条件下で英語試験が免除される場合が

ある (AHPRA, 2025a; 2025g)が、認定国審査の結

果によっては認定を取り下げられる例も出てきて

いる。最近では、南アフリカが英語基準の不一致

によりELSリストから除外された。これは、オース

トラリアの基準を下回っていると判断されたため

であり (AHPRA, 2025h)、移民看護師にとって英語

能力が極めて重要であることを浮き彫りにしてい

る。日本も同様に、英語基準が不十分とされ、ELS

認定の対象外である。一方、国際規制管轄リスト

は専門訓練の同等性を評価し、資格審査を簡素化

する可能性がある。 

 

迅速登録の対象となる国際規制管轄区域 

2025年4月に導入されたオーストラリアIQNMのため

の迅速登録制度は、特定の国や地域で資格を取得

した看護師・助産師の登録手続きを簡素化するこ

とを目的としている。迅速登録の対象となる国と

地域は図1に示されている。 

AHPRA (2025j)によると、これらの国や地域は

国際的な看護教育基準や臨床実習要件を満たし、

オーストラリアと同様の医療制度を有している。

これらの国からの申請者は、以下の条件を満たす

ことで迅速登録プロセスで臨床試験が免除される

可能性が高い。 

• これらの国または地域のいずれかの国

民であること。 

• 2017年以降、これらの国または地域の

いずれかで正看護師として登録されて

いること。 

• 1,800時間以上の看護経験があるこ

と。 

• 英語力、犯罪歴、最近の職務経験、賠
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表1 

OBA試験の概要と料金 

注：助産師向けMCQ試験は、ASPEQ（ハイステークス試験サービスを

提供する世界的な機関）が世界各地に設置する試験センターで実施

される (ASPEQ, 2025)  
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償責任保険など、NMBAの登録基準をす

べて満たしていること ( AHPRA, 

2025i)。 

これらの要件を満たす申請者は、OBA評価が免除さ

れ、看護師登録期間も通常の9～12か月から1～6か

月に短縮される。対象国で教育を受けていなくて

も、現地で必要な期間看護師として登録され、規

制試験を完了していれば早期登録の対象となる場

合がある (AHPRA, 2025j)。また、ニュージーラン

ドの看護師・助産師はオーストラリアでの就業が

認められる (AHPRA, 2025f)。 

 

ビザ取得の難しさ：オーストラリアで働く外国人

看護師の課題 

オーストラリアで看護師または助産師として働く

には、AHPRAによる登録申請とは別に、内務省が発

行する就労ビザの申請が必要である (AHPRA, 

2025c)。両申請は独立しており、片方が承認され

てももう一方が保証されるわけではない。オース

トラリアでは、看護師の職は一時滞在者よりも永

住者に提供される可能性が高くなっている (NSW 

Health, 2025)。さらに、病院は、長期就労に特別

なビザ手続きを必要とする外国人看護師よりも、

オーストラリア市民または永住権を持つ看護師を

優先する傾向がある (WA Department of Health, 

2023)。特に都市部では競争が激しく、外国人看護

師にはスポンサー付きビザ（例：サブクラス482）

が求められることが多く、雇用主の判断には時間

がかかる場合がある (Australian Government 

Department of Home Affairs, 2025a)。 

そのため、AHPRAはNMBA登録が承認される前に

海外の職を辞したり、単独で渡豪することは避け

るよう警告している。ビザ申請にあたっては、内

務 省 の 公 式 サ イ ト （ h t t p s : / /

www.homeaffairs.gov.au/）や技能評価ページ

（https://immi.homeaffairs.gov.au/visas/

working-in-australia/skills-assessment）を確

認し、最新情報を把握することが重要である。 

すでに登録済みの看護師が地方部で働く場

合、ビザや永住権取得の優遇措置を受けられる可

能性がある (Australian Government Department 

of Home Affairs, 2025b)。ただし、これは都市部

での勤務が制限されることを意味し、新しい生活

環境への適応も課題となる。地方の看護師不足対

策として導入されたこの制度は、外国人看護師の

キャリア形成に影響を与える可能性がある 

(Villamin, Lopez, Thapa, & Cleary, 2023)。 

 

考察 

オーストラリアで迅速登録が認められている国々

では、国際基準を満たす看護協会が設立され、看

護師の国際的な移動を支援している。一方、日本

は迅速登録の対象外であり、日本人看護師はOBA評

価を含む複雑で費用のかかる登録プロセスを経る

必要があり、高い英語力要件、雇用主によるビザ

支援の困難さなど、複数の障壁が存在する。これ

らの課題は単なる言語力の問題ではなく、教育文

化の違いにも起因している。Stockhausenと

Kawashima (2003)は、日本人看護師がオーストラ

リアの教育環境で直面する言語・文化的な困難を

指摘し、Kawashima & Petrini (2004)は日本の看

護教育における能動的学習や批判的思考の不足を

挙げている。さらに、KulbokとMitchell (2012)

は、異文化理解や臨床技能、批判的思考力の強化

が日本の看護教育に必要であるとし、教育は言語

だけでなく文化的背景にも左右されると述べてい

る。 

AHPRAが南アフリカをELS認定から除外した決

定は、国家レベルでの言語教育の重要性を示して

いる。教育機関が国際基準を満たす体制を整える

ことが、将来的な優遇につながる可能性があり、

Volume 9, Issue 2, October 2025 

図1  

オーストラリア迅速登録の対象となる国・州の地
図  

注：この地図は、英国、アイルランド、米国、カナダのブリティッ

シュコロンビア州およびオンタリオ州、シンガポール、スペイン（迅

速登録国／州）、ならびに1997年トランス・タスマン相互承認法

（オーストラリア連邦法）に基づくニュージーランドとオーストラリ

アを示している。地図上の色分けは識別のみを目的としている。 
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カナダのように認定が州ごとに異なる国では、政

府の対応が制度整備に大きく影響する。 

 

結論 

日本の看護教育が国際基準と相互運用性を満たせ

ば、日本人看護学生がオーストラリアで看護師と

して働く道が開かれる可能性があるが、現時点で

は、高い英語力、複雑な登録手続き、ビザ取得の

困難など多くの障壁がある。これらを乗り越える

には、体系的な英語学習、制度に関する情報収

集、専門家への相談が不可欠となる。今後の研究

では、日本が迅速登録対象国に含まれていない理

由の解明が求められ、海外教育機関との連携や研

修プログラムの強化が、日本人看護師の国際的な

活躍を支える鍵となる。日本の教育機関は今こ

そ、看護教育の国際化に向けて積極的に取り組む

べきである。 
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